
　
本
市
で
行
わ
れ
た
競
技
の
う
ち
、森

吉
山
特
設
コ
ー
ス
が
会
場
と
な
っ
た
山

岳
・
縦
走
競
技
で
は
、秋
田
県
チ
ー
ム
は

本
市
勢
も
大
活
躍
し
、成
年
男
女
が
優

勝
、少
年
男
女
も
準
優
勝
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
、天
皇
杯（
男
女
総
合
成
績
）、

皇
后
杯（
女
子
総
合
成
績
）順
位
の
押
し

上
げ
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

��
　
山
岳
競
技
は
、山
を
走
る「
縦
走
」と
、

人
工
の
壁
を
登
る「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」の

２
つ
の
競
技
の
総
合
成
績
で
争
わ
れ
ま

す
。秋
田
県
チ
ー
ム
は
、縦
走
競
技
が
国

体
競
技
と
し
て
は
最
後
の
大
会
と
な
る

こ
と
も
あ
り
、成
年
男
女
、少
年
男
女
と

も
縦
走
を
重
視
し
、何
度
も
国
体
コ
ー

ス
で
試
走
を
重
ね
る
な
ど
成
年
・
少
年

男
女
全
種
目
で
の
勝
利
を
目
指
し
て
国

体
本
番
に
備
え
て
き
ま
し
た
。�

　
こ
の
結
果
、ま
ず
９
月
30
日
に
行
わ

れ
た
成
年
男
子
で
は
期
待
ど
お
り
藤
田

慎
吾
選
手（
秋
田
工
高
教
員
）が
２
着
で

ゴ
ー
ル（
42
分
00
秒
）。チ
ー
ム
メ
イ
ト

の
伊
藤
竜
太
選
手（
秋
田
自
衛
隊
）も
８

着
、総
合
で
見
事
第
１
位
。�

　
縦
走
を
制
し
た
藤
田
選
手
は
、「
タ
イ

ト
ル
を
取
る
自
身
は
あ
っ
た
。こ
の
競

技
は
、国
体
で
は
最
後
と
な
っ
た
が
、世

界
で
は「
山
岳
マ
ラ
ソ
ン
」と
し
て
広
く

行
わ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
。こ
れ
か
ら

も
が
ん
ば
っ
て
底
辺
拡
大
に
貢
献
し
た

い
」と
述
べ
て
い
ま
し
た
。�

���

　
２
日
目
の
10
月
１
日
に
は
、成
年
男

子
の
大
熱
戦
の
余
韻
が
残
る
中
、成
年

女
子
、少
年
男
子
・
女
子
３
種
目
の
決

勝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
３
種
目
は
前
日
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

競
技
を
終
え
、縦
走
の
結
果
次
第
で
勝

敗
の
行
方
が
決
ま
る
こ
と
か
ら
、ス
タ

ー
ト
地
点
や
コ
ー
ス
沿
道
で
は
、各
チ

ー
ム
の
監
督
や
家
族
ら
が
列
を
な
し
て

競
技
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。。�

　
午
前
10
時
30
分
、成
年
女
子
15
チ
ー

ム
30
人
、少
年
男
子
16
チ
ー
ム
32
人
、少

年
女
子
15
チ
ー
ム
30
人
、総
勢
92
人
が

一
斉
に
駆
け
出
し
ま
し
た
。�

　
３
種
目
同
時
ス
タ
ー
ト
の
た
め
、大

会
役
員
は
３
色
に
分
け
ら
れ
た
ゼ
ッ
ケ

ン
と
番
号
で
区
別
を
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。コ
ー
ス
途
中
で
の
通
過
確
認

地
点
で
も
、場
所
に
よ
っ
て
は
一
団
で

駆
け
つ
け
る
選
手
の
力
走
を
前
に
、そ

の
区
別
と
通
過
の
最
終
報
告
に
一
時
の

緩
み
も
許
さ
れ
な
い
緊
迫
の
レ
ー
ス
と

な
り
ま
し
た
。�

　
コ
ー
ス
終
盤
の
海
抜
１
０
４
０
ｍ
地

点
は
、勾
配
が
き
つ
い
ゴ
ー
ル
前
最
大

の
難
関
ポ
イ
ン
ト
。コ
ー
ス
脇
で
は
、各

県
関
係
者
な
ど
の
大
き
な
声
援
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
秋
田
県
チ
ー
ム
は
、成
年
女
子
で
は

加
賀
谷
絵
里
選
手（
県
体
協
＝
鷹
巣
高

校
勤
務
）、吉
田
麻
衣
子
選
手（
県
体
協

＝
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
勤
務
）、少
年

女
子
が
吉
田
里
美
選
手（
鷹
巣
高
）・
畠

山
菜
都
美
選
手（
同
）と
北
秋
田
市
勢
が

出
場
。地
元
応
援
団
の
大
き
な
声
援
を

受
け
た
４
人
は
、満
身
の
力
を
出
し
切

っ
て
森
吉
山
の
中
腹
を
駆
け
抜
け
、成

年
女
子
で
優
勝
、少
年
女
子
が
準
優
勝

と
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、秋
田
工
業
高
校
の
石
田
健
祐
、

進
藤
将
両
選
手
が
出
場
し
た
少
年
男
子

も
準
優
勝
し
、県
チ
ー
ム
は
森
吉
山
が

国
体
最
後
の
競
技
会
場
と
な
っ
た
縦
走

競
技
で
記
念
す
べ
き
記
録
を
残
し
て
く

れ
ま
し
た
。�

成
年
男
女
Ｖ
・
少
年
男
女
準
Ｖ
！�

成
年
・
少
年
女
子
の
原
動
力
は
北
秋
田
市
勢�

縦
走
競
技�

県
チ
ー
ム�

ま
ず
、成
年
男
子
で
優
勝�

北
秋
田
市
勢
で
Ｖ
、準
Ｖ�

成
年
女
子
・
少
年
女
子�

森
吉
山
特
設
コ
ー
ス�

９
月
30
日
・
10
月
１
日�

山岳競技で天皇杯第１位、皇后杯３位に輝いた秋田県チーム山岳競技で天皇杯第１位、皇后杯３位に輝いた秋田県チーム
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▲スタートする成年男子選手９４人。１７kgの重りを背負い（成年女子・少年男子は１２kg、少年女子が８kg）、
延長７.２ｋｍ、高度差６０１ｍの過酷なコースでタイム（チーム２人の総合成績）を競います

成
年
女
子
の
吉
田
麻
衣
子
選
手（
上
）と
加
賀
谷
絵
里
選
手（
下
）。２
人
は
花
輪
高
校
時
代
、全
国
高
校
女
子
駅
伝
で
一
緒
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
大
路
を
走
っ
た
仲
。国
体
最
後
と
な
っ
た
こ
の
種
目
で
ま
た
一
つ
大
き
な
思
い
出
を
作
り
ま
し
た

▲表彰台の吉田さん（右）。皇后杯順位は山口と
長崎が同点で１位。秋田・宮城が３位。

▼少年女子には、鷹巣高校の吉田里
美選手（３年）と畠山菜都美選手（２
年）が出場しました。吉田さんが４着、
畠山さんが１０着と、２人の合計得
点で第２位。（写真は吉田さん）

　ゴール会場で給水準
備をする高校生ボラン
ティア。ゴール会場へ
は役員、ボランティア
の全員が「登山」をして
通いました

▲縦走競技優勝の成年男子チーム。左か
ら柘植敏朗監督、宮田仁選手、伊藤竜太選手、
藤田慎吾選手。天皇杯（男女総合成績）で
も栄冠を獲得

▲

▼

ゴールする吉田麻衣子選手ゴールする吉田麻衣子選手

２着でゴールする
成年男子の藤田慎吾選手

　広報きたあきた　19．10．16　�５�


